
市政について 一般質問から市政について 一般質問から
▲英語授業の風景 
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6

問 

問 

平成２６年８月１日発行 第３２９号 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

市
　
長 

市
　
長 

副
市
長 

消
防
長 

大島   綾 
議 員 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長 

市
長
・
政
策
推
進
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長

福
祉
部
長 
福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

副
市
長 

市
　
長 

市
長
・
生
活
環
境
部
長 

教
育
次
長 

教
育
次
長 

市
　
長 

市
　
長 

教
育
次
長

教
育
次
長 

教
育
次
長 

教
育
次
長

教
育
次
長 

教
育
次
長 

産
業
観
光
部
長 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

市
長
・
産
業
観
光
部
長 

市
長
・
生
活
環
境
部
長 

教
育
長
・
福
祉
部
長 

　
　
　
　
　
　
本
市
は
、「
英
会
話
教
育

特
区
」
の
認
定
に
基
づ
き
、
平
成
17
年

度
か
ら
す
べ
て
の
小
学
１
年
生
か
ら
６
年

生
に
対
し
て
、
年
間
15
時
間
か
ら
40
時

間
の
英
会
話
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
低
学
年
で
は
英
語
で
の
あ
い
さ

つ
や
ゲ
ー
ム
、
高
学
年
で
は
自
己
紹
介
や

簡
単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
な
ど
、
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

特
に
小
学
校
低
学
年
か
ら
の
英
語
教
育

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
大

き
な
特
色
の
1
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
実
践
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
素
地
を
養
う
な
ど
の
目
的
は

達
成
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
、

国
に
先
行
し
て
実
践
を
積
み
重
ね
て
き

た
小
学
校
英
語
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、

中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
推
進
事
業

の
確
実
な
実
施
な
ど
、
小
中
の
連
携
を

重
視
し
た
英
語
教
育
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
平
成
26
年
4
月
に
行
わ
れ
た
全

国
学
力
テ
ス
ト
の
調
査
結
果
が
公
表

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
学
校
別
成
績
も

公
表
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
公
表
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
調
査
結

果
を
ど
の
よ
う
に
検
証
し
て
い
く
の
か
聞

き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
調
査
結
果
の
公
表
に
つ
い

て
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
一
部
分
で
あ

る
こ
と
や
、
学
校
間
の
序
列
化
、
過
度
な

競
争
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、

効
果
や
影
響
等
に
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
い
て
は
学
校
別
成
績
の
公
表
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
結
果

の
検
証
に
つ
い
て
は
、
教
科
ご
と
の
傾
向

や
課
題
等
に
つ
い
て
教
育
研
究
所
を
中
心

に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
把
握

さ
れ
た
課
題
を
受
け
、
学
習
指
導
方
法
の

工
夫
改
善
に
努
め
る
ほ
か
、
本
市
独
自
の

「
テ
ス
ト
バ
ッ
テ
リ
ー
調
査
」
な
ど
の
調

査
結
果
を
総
合
的
に
検
証
し
、
児
童
生
徒

の
学
力
向
上
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。 

　
市
道
鹿
島
町
１
号
線
が
拡
幅
整
備

さ
れ
た
が
、
そ
の
延
長
す
る
市
道
は

幅
員
が
狭
隘
で
あ
る
。
ま
た
、
県
道
下
の

ア
ン
ダ
ー
箇
所
は
極
端
に
狭
く
危
険
で
あ

る
た
め
、
早
期
の
改
修
整
備
が
必
要
と
思

う
が
今
後
の
対
応
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
市
道
鹿
島
町
１
号
線

な
ど
の
渡
良
瀬
川
堤
防
上
の
道
路
に
つ
い

て
は
、
足
利
赤
十
字
病
院
付
近
の
延
長
約

1.6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
の
整
備
が
完

了
し
て
い
る
。
一
方
、
完
了
区
間
か
ら
西

側
は
、
歩
道
が
未
整
備
で
幅
員
が
狭
隘
な

状
況
で
あ
り
、
拡
幅
の
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
る
。
当
該
区
間
の
整
備
に
は
沿

道
に
家
屋
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
大
な

事
業
費
を
要
し
、
ア
ン
ダ
ー
部
分
の
拡
幅

に
つ
い
て
は
、
県
道
の
交
通
を
確
保
し
な

が
ら
工
事
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
な
ど
、
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
現
在
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
市
道
鹿
島
山

下
通
り
の
立
体
交
差
事
業
を
初
め
と
し
た

大
型
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
そ
の
完
了
時
期
を
見
据
え
た
中
で
研

究
し
て
い
き
た
い
。 

 

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
増
設
を
！ 

     

　
安
倍
内
閣
が
「
成
長
戦
略
」
に
女

性
の
力
を
盛
り
込
み
、
経
済
成
長
を

促
そ
う
と
し
て
い
る
今
、
女
性
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

必
要
な
支
援
を
必
要
な
方
に
提
供
で
き
る

よ
う
働
く
女
性
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

本
市
に
お
け
る
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設

の
増
設
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設

に
つ
い
て
は
、
１
人
以
上
の
看
護
師
等
の

配
置
や
、
専
用
保
育
室
の
設
置
、
医
療
機

関
と
の
連
携
体
制
を
整
え
る
こ
と
な
ど
の

実
施
要
件
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
確
保
す
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
施
設
の
増
設
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

金
子
　
裕
美
　
議
員 

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

・
子
育
て
に
関
す
る
考
え
方 

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て 

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度 

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

・
足
利
市
保
育
所
整
備
後
期
計
画 

・
子
ど
も
の
権
利
条
例 

・
足
利
市
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

尾
関
　
栄
子
　
議
員 

○
平
和
都
市
宣
言
を
も
つ
足
利
市
と
し
て 

・
平
和
を
愛
し
、
平
和
を
求
め
る
市
民

の
暮
ら
し 

○
安
心
で
き
る
医
療
・
介
護
保
障
の
た
め
に 

・
市
民
を
守
る
自
治
体
の
役
割 

○
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に 

・
市
民
の
生
業
、
雇
用
創
出 

 

教
育
次
長 

        

　
本
市
を
訪
れ
る
観
光
客
に
「
来
て

良
か
っ
た
」「
ま
た
来
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
足
利
市

民
総
ぐ
る
み
お
も
て
な
し
運
動
」
を
起
こ

し
、
市
民
全
体
の
お
も
て
な
し
意
識
の
向

上
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 



市政について 一般質問から市政について 一般質問から

▲7月1日に足利織姫神社は「恋人の聖地」に認定 
　されました 

問 問 

問 
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一
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7

問 

問 

平成２６年８月１日発行 第３２９号 

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

市
　
長 

市
　
長 

副
市
長 

消
防
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

都
市
建
設
部
長 

市
長
・
政
策
推
進
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

副
市
長 

市
　
長 

市
長
・
生
活
環
境
部
長 

教
育
次
長 

教
育
次
長 

市
　
長 

市
　
長 

教
育
次
長 

教
育
次
長 

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

横山 育男 
議 員 

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長

政
策
推
進
部
長 

政
策
推
進
部
長 

市
長
・
産
業
観
光
部
長 

市
長
・
生
活
環
境
部
長 

教
育
長
・
福
祉
部
長 

金子 裕美 
議 員 

　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
の
理
解
と
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
観
光
客
に

と
っ
て
、
訪
れ
た
地
域
の
人
々
か
ら
受
け

た
心
の
こ
も
っ
た
「
お
も
て
な
し
」
こ
そ

が
、
最
も
記
憶
に
残
る
も
の
の
１
つ
で
あ

り
、
そ
れ
が
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
へ
と
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

１
人
で
も
多
く
の
市
民
に
、
観
光
客
に
対

す
る
「
お
も
て
な
し
の
精
神
」
を
理
解
し
、

実
践
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
研
修
会
や
講

演
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行

い
た
い
。
ま
た
、
足
利
市
観
光
協
会
と
も

連
携
し
、
観
光
資
源
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。
こ
の

取
り
組
み
を
通
し
て
観
光
客
を
増
や
し
、

市
民
か
ら
「
お
も
て
な
し
運
動
」
の
機
運

が
高
ま
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。 

　
本
市
で
は
、
い
じ
め
の
問
題
解
決

や
未
然
防
止
に
向
け
、
臨
床
心
理
士

の
方
を
「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。
い
じ
め

撲
滅
の
た
め
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
増

員
し
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
複
数
体

制
で
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
増
員
に
つ
い
て
は
、
県
の
事
業

で
あ
る
「
い
じ
め
・
不
登
校
等
対
策
チ
ー

ム
」
と
の
連
携
を
含
め
、
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 「
映
像
の
ま
ち
」構
想
に
つ
い
て
問
う
！ 

     

　「
映
像
の
ま
ち
」
構
想
の
第
１
弾

と
し
て
、
映
画
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の

朝
日
」
の
撮
影
が
本
市
で
行
わ
れ
た
。
撮

影
に
使
用
さ
れ
た
ロ
ケ
地
の
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま
た
、
完
成
し
た

映
画
を
ぜ
ひ
本
市
で
上
映
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
出
演
者
の
舞
台
挨
拶
等
も
お
願
い

し
た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
映
画
の
配
給
会

社
と
折
衝
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
撮
影
に
当
た
り
設
置

さ
れ
た
ロ
ケ
セ
ッ
ト
は
映
画
の
制
作
会
社

が
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
撮
影
終
了
後

の
管
理
・
活
用
等
に
つ
い
て
も
同
様
の
取

り
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
民

か
ら
も
ロ
ケ
セ
ッ
ト
を
見
学
し
た
い
と
い

う
意
見
も
多
い
の
で
、
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
公

開
に
向
け
、
制
作
会
社
に
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
映

画
は
市
を
挙
げ
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
作
品
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、
本
市
に
お
け
る

上
映
会
が
実
現
で
き
る
よ
う
配
給
会
社
と

折
衝
し
て
い
き
た
い
。 

　
4
月
に
発
表
し
た
県
町
・
羽
刈

町
地
内
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
産

業
用
地
に
つ
い
て
、
土
地
開
発
の
進
捗
状

況
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
本
市
南
部
に
お

け
る
開
発
の
最
適
地
は
、
や
は
り
国
道

50
号
沿
線
で
あ
る
と
思
う
。
同
時
進
行

と
し
て
同
地
の
開
発
に
向
け
た
作
業
も
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
県
町
・
羽
刈
町
地
内

に
お
け
る
新
産
業
用
地
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
関
係
法
令
に
基
づ
く
手
続
き

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
面
は
、

い
ま
だ
低
迷
が
続
く
経
済
状
況
を
打
破
す

る
１
つ
の
方
策
と
し
て
、
新
産
業
用
地
の

造
成
及
び
企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
み

た
い
。
ま
た
、
国
道
50
号
沿
線
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
や
農
地
関
連

法
で
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
交
通
ア
ク

セ
ス
に
お
い
て
は
非
常
に
便
利
な
場
所
で

あ
る
の
で
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

　
若
者
向
け
観
光
誘
客
の
一
環
と
し

て
、
織
姫
神
社
を
「
恋
人
の
聖
地
」

へ
登
録
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
登
録
に

向
け
た
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　「
恋
人
の
聖
地
」
の

認
定
制
度
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー
が
展
開
し
、
全
国
の
観
光

地
域
の
中
か
ら
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ス
ポ

ッ
ト
を
「
恋
人
の
聖
地
」
と
し
て
選
定
し

て
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
や
地
域

間
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
貢
献
し

よ
う
と
す
る
事
業
で
あ
る
。
現
在
、
足
利

市
観
光
協
会
が
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
局
や
足
利
織
姫
神
社
奉
賛
会
と
申
請

に
係
る
諸
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
選
定
委

員
会
は
年
４
回
程
度
開
催
さ
れ
る
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
手
続
き
を
進
め
て

い
き
た
い
。 

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
今
後
を
問
う
！ 

     

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

中
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
基
準

や
運
営
に
関
し
て
は
市
町
村
ご
と
に
新
た

に
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
に

先
立
ち
厚
生
労
働
省
令
で
最
低
基
準
が
示

さ
れ
た
が
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
施

設
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、
専
用
区
画

面
積
や
適
正
人
数
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
施
設
が
、
長
期
休
業
時
だ
け
で
も
学

校
の
空
き
教
室
を
利
用
で
き
な
い
か
。 

教
育
次
長

教
育
次
長 

教
育
次
長 


